
堤旨不J〒こ

京都から行

第 3種郵使物認可

くつき温泉
てんくう

JR湖 西線安曇川駅から江若
バスの朽木学校前行きに乗 り、
朽木支所前下車。マイカー利用

は「グリーンパーク想い出の森」
くつき温泉てん くう駐車場か
ら。
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寺

旧秀隣寺庭園

島島菫綺幕:

「近
江
の
山
々
」
は
、
琵
琶

湖
を
囲
む
よ
う
に
湖
北
の
山

・

湖
南
の
山

・
鈴
鹿
の
山

・
比
良

の
山
と
、
変
化
に
富
ん
だ
山
々

が
多
い
。
そ
の
魅
力
あ
る
滋
賀

県
の
主
な
山
を
１２
回
に
わ
た

っ

て
紹
介
し
よ
う
。

初
回
は
蛇
谷
ケ
峰

（標
高
９

０
２
房
）
。
高
島
市
に
位
置
す

る
こ
の
山
は
、
琵
琶
湖
側
と
朽

本
側
か
ら
と
多
く
の
コ
ー
ス
が

あ
る
。
今
回
は
下
山
後
、
温
泉

で
汗
を
流
せ
る

「グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
想
い
出
の
森
」

（く
つ
き

温
泉
て
ん
く
う
）
を
起
点
に
登

る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
地
域
は
古
く
は
、
織
田

信
長
が
元
亀
争
乱
の
折
、浅
井
◆

朝
倉
に
挟
ま
れ
た
時
に

「信
長

の
朽
木
越
え
」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
所
だ
。
ま
た
、
蛇
谷
ケ

峰
は
興
聖
寺
の
境
内
に
あ
る
旧

秀
隣
寺
庭
園
か
ら
の
借
景
の
山

と
し
て
知
ら
れ
て
い
朽
木
で
は

蛇
谷
ケ
峰
よ
り
、
「オ
グ
ラ
ス
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
＝
写
真
０
。

山
麓

に
は

ス
キ
ー
場
も
あ

り
、
山
は
四
季
を
問
わ
ず
親
し

ま
れ
て
い
る
。
登
山
口
は
、
く

つ
き
温
泉
駐
車
場
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
＝
写
真
②
。大
き
な
「ふ

れ
あ
い
の
広
場
」
の
建
物
を
左

に
見
て
、
舗
装
道
を
進
み
バ
ン

ガ
ロ
ー
管
理
棟
を
抜
け
て
山
道

に
入
る
。
車
が
通
れ
る
広
い
林

道
は
２
０
０
房
ほ
ど
で
水
タ
ン

ク
の
前
に
出
て
、
す
ぐ
左
手
に

尾
根
に
上
が
る
よ
う
に
道
標
が

あ
る
。
ひ
と
登
り
で
尾
根
に
出

る
。道

は
歩
き
や
す
く
、
春
に
は

足
元
の
イ
ワ
カ
ガ
ミ
が
あ
い
さ

つ
し
て
く
れ
る
一
や
が
て
ヒ
ノ

キ
林
を
過
ぎ
る
と
道
は
谷
を
渡

る
。
渡
る
と
階
段
状
の
道
か
ら

新
し
く
付
け
ら
れ
た
ジ
グ
ザ
グ

の
急
坂
を
登
り
、
５
５
２
研
の

道
標
の
あ
る
分
岐
点
に
着
く
。

右
手
か
ら
く
る
道
は
、
今
は
廃

止
さ
れ
た

「県
立
朽
木
い
き
も

の
ふ
れ
あ
い
の
里
」
の
大
き
な

建
物
が
あ

っ
た
所
か
ら
の
登
山

道
で
あ
る
。

こ
の
合
流
か
ら
は
、
よ
く
踏

ま
れ
た
階
段
状
の
道
が
次
の
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
道
標
６
７
０
研

ま
で
登
る
。
こ
こ
で
道
は
９０
度

に
方
向
を
変
え
る
。
道
標
の

一

段
上
が

っ
た
と
こ
ろ
に
ベ
ン
チ

が
あ
る
の
で

一
体
み
し
て
い
こ

一つ
。
こ
の
山
は
各
ポ
イ
ン
ト
に

し

っ
か
り
し
た
道
標
が
あ

っ
て

道
に
迷
う
こ
と
は
な
い
。

次
は
、
左
の
植
林
帯
が
切
れ

る
と
視
界
が
開
け
、
道
が
緩
く

な
る
と
８
１
３
房
の
カ
ツ
ラ
谷

コ
ー
ス
の
合
流
点
。
こ
こ
か
ら

の
下
山
は
、
道
が

一
部
］顕
洛
し

て
い
る
の
で
、
柏
集
落

へ
下
る

よ
う
に
警
告
案
内
板
が
あ
る
の

で
注
意
し
よ
う
。
あ
と
は
山
頂

ま
で
少
し
だ
。

一
患
入
れ
て
緩

や
か
な

二
次
林
の
間
を
進
む

と
、
朽
木
ス
キ
ー
場
か
ら
登

っ

て
く
る
道
と
丁
字
形
で
出
合
う

８
６
６
房
の
道
標
に
着
く
。
あ

と
高
度
差
３６
研
、
５
分
ほ
ど
で

山
頂
で
あ
る
。

山
頂
は
広
く
、
多
く
の
人
が

く
つ
ろ
げ
、
団
体
登
山
で
も
大

丈
夫
だ
＝
写
真
０
。
眼
下
に
琵

琶
湖
を
は
じ
め
、
南
に
武
奈
ケ

岳
と
蓬
莱
山
。
展
望
は
３
６
０

度
楽
し
め
る
。
最
近
設
定
さ
れ

た

「比
良
比
叡
ト
レ
イ
ル
」
も

こ
の
蛇
谷
ケ
峰
を
通
る
。

下
山
は
元
の
道

へ
下
ろ
う
。

歩
行
距
離
約
７
♂
、
歩
行
時
間

約
４
時
間
３０
分
。

（日
本
山
岳
金
思
都
・
滋
賀

支
部

大
槻
雅
弘
）

◇

滋
賀
県
の
初
心
者
で
も
楽
し

め
る
山
を
月
１
回
、
日
本
山
岳

会
京
都

ｏ
滋
賀
支
部
の
メ
ン
バ

ー
に
案
内
し
て
も
ら
い
ま
す
＝

次
回
は
５
月
１２
日
掲
載
予
定
で

す
。
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山頂広く琵琶湖の眺望
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